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HTML(Hyper Text Mark up Language)　
-構造を決めるスクリプト -

HTMLは、もともと、法律関連のテキストを効率的に保存、検
索、整形、印刷することを目的に開発されたSGML(Standard 
Generalized Markup Language) から発展したものです。
したがって基本的には「文書の構造」を記述し、表示のスタイルは出力側（ブラウザ）
にまかせるという方針をとっています。 現在のバージョン→Ver.4.0

ex)
<title></title>.... タイトル
<h1></h1>..... 見出し（最大）
<p>...... 段落
<li></li>.... リスト

HTMLの仕様は、基本的にＷ3Ｃにより開発が行われていました。このままＷ3
Ｃによって統一されたタグが進化してくれば何も問題はなかったのですが、実際には
ネットスケープ、マイクロソフトといった各企業が、それぞれに自社のブラウザ独自
のタグをどんどん追加してきたため、現在では互換性の問題が、Web制作の大きな
ネックとなっています。片方では表示されるけれど片方では表示されない、といった
ことが、あたりまえのように起こっているのです。このまま進んでいけば、どのコン
ピュータでもコンテンツをやりとりできるという、Web本来の形が失われていくこと
になるでしょう。
そこでW3Cは、標準化した規格をベンダーに押し付けるのをやめ、ベンダーが
開発した機能を統合、整理する方向へと姿勢を変えました。この方向転換で、少し
ずつ問題はよい方向へ向かっているように見えます。
しかし現実的には、すべてが統合された土台に基づいているわけではありません
し、まだ以前の環境を保っているユーザーが大半を閉めています。ここ数年は制作
者のブラウザ依存に対処する負担がなくなることはないでしょう。
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現在把握しておくべきHTML関連テクニック

<table>
もともとは表組みの作成のために設けられた機能ですが、表の中に画像の配置など
も可能なため、html のレイアウトの不自由さを補う手法として普及してきました。し
かし表組本来の構造を無視した使い方になるため、読み上げソフトなどに対する問題、
またデータベースとの統合を目指した次世代のwebページには適合させていくため
にも、今後テーブルを使ってレイアウトすることは推奨されていません。
レイアウトに関しては、後述のCSSを利用するものと考えたほうがよいでしょう。

フレーム
一つの画面をいくつかに分けて複数ページを表示できるようにしたもの。効果的な
インターフェイスデザインを行うのに役立つ反面、テーブルを使ったレイアウト同様、
ユーザビリティという点で非常に大きな問題を持ちます。
従って、フレームの使用もまた、推奨されていません。

CSS(Cascading Style Sheet)
　Webページにレイアウト機能を追加するために考案されたフォーマット規格。
CSSと略記されることもあります。W3Cで仕様が策定されています。
もともと構造の定義しか前提としていなかったhtmlに、表示、レイアウトのため
の機能をもたせるための規格として生まれました。HTMLでは不可能な行間調整や
ピクセル値による位置指定が可能で、これがwebページのレイアウトに大きな恩恵
をもたらしています。
NN4以上、IE3以上のブラウザで対応していますが、現実にはNN7、IE5.5 以上
のブラウザでなければ、その機能を充分発揮できないのが現状です。またそれらの
ブラウザであっても、それぞれに表示差があったり、不安定な部分があります。

JavaScript
一種のプログラミング言語 (正確にはスクリプト）。Webページにインタラクティブ
性を与えることができます。ＣやBASICなどの本格的プログラミングであるJAVA
と混同しないよう注意。
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DHTML(DynamicHTML)
両ブラウザともに4.0以降で対応。plug-in などを使用しなくてもインタラクティ
ブな動きを与える技術です。実際には特別なタグの系体があるわけではなく、HTML
とCSSと Javascript を組み合わせて実現させる技術を総称してDHTMLと呼んで
います。特別なプラグインを必要としない点で大変便利なものですが、現時点では両
ブラウザ間で互換性がほとんどないというのが問題です。対処としては、両ブラウザ
用の2種類のページを用意したり、双方で問題なく動くものだけを利用する方法がと
られています。

Plug-in
音声やマルチメディア技術をページに張り込む技術。ページデザインに関係するも
のとしてはまずFlashが挙げられるでしょう。プラグインを使用する技術はすべての
ユーザーの環境で有効とは限らないので、考慮したうえで導入しなければなりません
が、Flashに関してはすでに全ブラウザの98%にはじめからセットされているとい

われ、現実には通常のテクニックと同様に扱われています。

これから重要視される技術

XML(eXtensible Markup Language)
html のようにシンプルなフォーマットで文書構造を記述でき、なおかつ独自のタグ
を定義できるマークアップ言語。これもW3Cによって標準化勧告されています。
XMLのしくみは簡単にいえば、たとえば <価格 >というタグを定義し、<価格
>500</ 価格 >という記述をすると、「価格は500円である」という情報を持たせる
ことができる、というものです。

同様に、
“これはドリアンという熱帯地方の果物である。”

という文章も、

“これは<name>ドリアン</name>という<contry>熱帯地方</contory>の<fruit>果物</fruit>
である”
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と記述することで、含まれる情報量が格段に違うのはおわかりでしょう。
こうしたタグの定義をおなじ業界で共通させることで、企業間商取引において電子的
取引情報の交換（EDI2）システムを構築することができ、Webブラウザベースでの
電子商取引がよりやりやすくなります。
またたくさんのドキュメントを保存するといった場合にも、非常に威力を発揮する
ようになります。

PHP（Hypertext Preprocessor）
HTMLファイル中に組み込んで利用するスクリプト言語。
以前からからCGIに使われてきたPerl に代わると言われていいます。
データベースに関する機能が特に充実しており、データベースと連動したWebサイ
トの構築などでよく利用されるようになりました。
その仕様はいっさいフリーで公開されているため、特定の企業に依存した技術では
なくその汎用性も大きなメリットとなっています。
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環境による違い
しかしこういった有益な技術がどんどん開発されていくということは、ユーザーの
数だけ画面表示に違いがあるといってもよい現状を生み出しました。個々のユーザー
が使用するブラウザは、バージョンの新旧またはベンダーによって様々な分化が進み、
またブラウザ自体のバグや独自の機能に加えてOSの差異という問題も巻き込み、ど
んどん多種多様になっています。

違いを起こす要因

OS

windows95、98、NT、2000、Me、XP
MacOS
Unix
PDA
ゲーム機
WebTV

ブラウザ
現在のブラウザ使用動向

http://browserwatch.internet.com/stats/stats.html
http://www.TheCounter.com/stats/2001/July/browser.html

このほか、PDA やゲーム機などにはの独自ブラウザが使用される場合もあります。

プラグイン（plug-in module）
「plug in」は「プラグに接続する」という意味。WWWブラウザに組み込むことで、
WWWブラウザが処理できないデータを処理したりする拡張モジュールをこう呼ん
でいます。
ユーザーのWeb閲覧環境においては、ブラウザのバージョン、またユーザーの好
みによって組み込まれているプラグインが違うということがあります。特定のプラグ
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インを前提としたWebページは組み込んでいないユーザーに対しては意味をなさなと

もなり得るのです。影響をうける要素

フォント
Face
環境によって変わります。ユーザーのシステムにないフォントを指定すると文字
化けが起こる可能性を考慮しなければなりません。→コピー資料

サイズ
画面上のサイズもOS、ブラウザごとに変わります。→資料コピー

色
各OSは画面表示の光の出力を調整するためのガンマ値という数字でコントロールし
ています。しかしOSによってこの数値には差異があり、この違いが目に見える色の違
いを生み出すことになります。一般的に、ガンマ値の高いWindowsのほうが若干色が
濃く見えます。

Windows ガンマ値　2.2

Mac  ガンマ値　1.8

レイアウト
一例として、NNと IEではブラウザがデフォルトで規定するマージン幅、フォントサ
イズが違います。またCSSや Javascript なども、ブラウザによって対応が違うため、
表示が変わる可能性があるということを考慮しなくてはなりません。

対応表のページ）
http://www.ncdesign.org/html/list.htm
http://www.ncdesign.org/html/slist.htm

Training
これまでに述べた環境に違いによる影響をできるだけ避けるためには、
どんな手段が考えられるでしょうか？
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対応の手段
Webサイトの制作に際しては、このような混乱した状態に対応した方針をたてなけれ
ばならなりません。

ブラウザの種類、サポートする技術、ユーザー数の把握

まずは前述のブラウザ使用動向などで各ブラウザの普及度、比率、バージョンを確認
しましょう。また、各バージョンで新しく追加されてきた機能を把握することも必要です。

ターゲットユーザーの環境を知る

すでにサイトがある場合は、アクセスログを調べるなどして、ターゲットユーザーの
環境を把握します。サイトがない場合は予想に頼るしかありませんが、その場合は最も
多く予想される環境の１ランク下のレベルをターゲットと定めたほうがよいでしょう。

マシン環境
通信速度
ブラウザ

方針の決定

ターゲットユーザーの環境を把握したら、サイト制作の方針をたてます。

「見ざる、聞かざる」
もっとも基本的なタグだけを使う。

ブラウザの仕様をとことん利用する
先端の技術をふんだんに利用する。そしてトップページには「この
サイトは××の○○以上のバージョンでご覧ください。」と記述する。
しかしこれはインターフェースの問題だけでなく、ビジネス上の選択でもあることを自
覚しなければいけません
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複数バージョンのサイトを作る
同じ内容で、新しい機能を使ったサイトと、基本的なテクニックだけで構成したサ
イトの両方のバージョンを作り、アクセスしてきたユーザーのブラウザを判別するス
クリプトを加えて分岐させる方法です。
これはもっとも安易に決定できる選択肢ですが、もっともコストを圧迫することも
確かです。

CSSの利用

すでに、ページの見栄えにはCSSを導入してサイトがかなり増えてきました。
CSSを使うと、内容のテキストには手をほとんど手を加えずに見栄えを整えること
ができるので、文書の構造も保つことができます。しかしNN、IEともに4.0以下の
バージョンは対応していないという問題も無視することはできません。CSSの効果
が効いていない画面でも可読性を持たせるように考慮しなければならないでしょう。

画像処理

画像データはテキストとは比べものにならないほど容量が多いデータです。従って、
webページへの使用においては圧縮技術が欠かせません。
また、こういった技術は大変重要ですが、プロの制作者であるならば、それ以前に
その画像が「必要か」をまず考えるべきでしょう。
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1 World Wide Web Consortium
　WWW全般の標準化を行なう団体。一般にはW3Cと略記されることが多い。W3Cは IETF
（Internet Engineering Task Force）と呼ばれる委員会のワークグループで、WWWに関する具体的
な標準化項目についてここで議論される。このうち HTMLは、IETFの Application Areaと呼ば
れるワークグループで標準化作業が進められている。W3Cは 1994年 7月にMITと CERNによ
って設立され、現在は、MITの LCS（Laboratory for Computer Science）とフランスの INRIA（The 
French National Institute for Research in Computer Scinece and Control）が中心となって運営されてい
る。

2 EDI：Electronic Data Interchange

3 Plug-in
 WWWブラウザには、解釈できないタグに出会うと、ヘルパプログラム（helper program）と呼ば
れる外部プログラムにそのデータを渡して処理してもらう機能（特殊なデータを表示したり、音
声データを再生したりする）が用意されていた。ただしヘルパプログラムはWWWブラウザと
はまったく独立したプログラムで、処理結果をWWWブラウザにフィードバックするような連
携処理は行なえない。
　これに対しプラグインモジュールは、WWWブラウザが提供するWWWブラウザと緊密な連
携をとることが可能。この機能により、通常の HTML文書の一部として配置された特殊なデー
タを、表示処理を行なわせるなどができるようになる。現在では、Netscape Navigator用、Internet 
Explorer用などを中心に、WWWブラウザでさまざまな新機能を実現するプラグインモジュール
が開発されている。


